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2026 年５月14 日 
各   位  

会 社 名 ブ ラ イ ト パ ス ・ バ イ オ 株 式 会 社  
代表者名  代 表 取 締 役 社 長 永 井 健 一  

 (コード番号：4594 東証グロース) 

問合せ先  管 理 部 長     白 石 直 織 
 ( i r p r @ b r i g h t p a t h b i o . c o m ) 

 
開発パイプラインの見直しに関するお知らせ 

 
 

 当社は、足元の創薬事業環境の変化を踏まえ、開発パイプラインの戦略的見直しを行い、経営資源の最適
配分を図ることと致しましたので、ここにお知らせします。 

本見直しにおいても、当社の基本的な開発領域および事業方針に変更はなく、iPS細胞由来CAR-T細胞療法
(BP2202)の臨床開発を引き続き中核的な取り組みとして推進してまいります。 

一方で、当社がこれまで取り組んできた創薬標的分子やモダリティ(医薬品形態)の一部については、類似の
先行開発品の臨床試験結果等を総合的に勘案したときに、承認取得の実現可能性が大きく低下していると判
断しました。このため、当該領域への新たな人的・資金的投資は行わない方針とし、開発パイプラインから
除外することと致しました。当社は今後も、有限の経営資源を高い成長性と実現可能性を有する、新規も含
めた領域に重点的に投下することで、企業価値の最大化に努めてまいります。 

見直しを行ったパイプラインは以下の通りです。 

 

記 

抗体医薬 

BP1200 (抗CD73抗体) 

 BP1200と同様にCD73に結合し、当該分子を介した免疫抑制因子アデノシンの産生抑制を作用機序とする
抗体については、これまでグローバル大手製薬企業を中心に複数の臨床試験が実施されてまいりました。し
かし、これら先行開発品は、いずれも当初期待された有効性を十分に示すには至らず、ここ数年で開発中止
に至る事例が相次いでいます。 

当社は、こうした先行類似品における臨床開発の帰結を総合的に評価した結果、BP1200が当該領域におい
てこれらの結果を覆し得る明確な競争優位性を有する可能性は限定的であると判断しました。このため、経
営資源の最適配分の観点から、BP1200を開発パイプラインから除外することと致しました。 

 

BP1202 (抗CD39抗体) 

BP1202と同様にCD39に結合し、当該分子を介した免疫活性因子ATPの分解阻止を作用機序とする抗体につ
いては、これまでグローバル大手製薬企業を中心に複数の臨床試験が実施されてまいりました。しかし、こ
れら先行開発品は、いずれも当初期待された有効性を十分に示すには至らず、直近で開発中止に至る事例が
相次いでいます。 
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当社は、こうした先行類似品における臨床開発の帰結を総合的に評価した結果、BP1202が当該領域におい
てこれらの結果を覆し得る明確な競争優位性を有する可能性は限定的であると判断しました。このため、経
営資源の最適配分の観点から、BP1202を開発パイプラインから除外することと致しました。 

なお、当社はCD39を標的とする創薬アプローチ自体の意義については引き続き重視しており、その知見は
他の開発プログラムへと展開しています。具体的には、樹状細胞における免疫活性因子ATPの維持に着目し
た抗TIM-3抗体との二重特異性抗体BP1212、およびCD39を血液がんにおける標的抗原として細胞傷害を誘導
するBP1223において、開発を継続しています。BP1202で得られた知見および研究成果は、これら後続プロ
グラムに承継されています。 

 

BP1210 (抗TIM-3抗体) 

BP1210と同様にTIM-3に結合し、当該分子に対するリガンド結合を阻害することで免疫抑制シグナルの解
除を図る抗体については、これまでグローバル大手製薬企業を中心に複数の臨床試験が実施されてきました。
しかし、これら先行開発品はいずれも一貫して当初期待された臨床的有効性を十分に示すには至らず、直近
数年間において開発中止に至る事例が相次いでいます。 

BP1210は、TIM-3に対するリガンド結合阻害能のさらなる向上を企図し、バイパラトピック抗体として設
計されたものの、こうした設計上の改良が臨床上の有効性の明確な差異として転化する蓋然性は限定的であ
り、当該領域において先行開発品の結果を覆し得る可能性は高くないと判断しました。このため、経営資源
の最適配分の観点から、BP1210を開発パイプラインから除外することと致しました。 

なお、当社はTIM-3を標的とする創薬アプローチの潜在的意義そのものを否定するものではなく、特に他経
路との同時制御による免疫制御の最適化という観点において引き続き重要な標的であると考えています。こ
の考えに基づき、特に樹状細胞における免疫活性の維持に着目した抗CD39抗体との二重特異性抗体BP1212
において開発を継続します。 

 

がんワクチン 

BP1209 (ネオアンチゲン・ワクチン) 

 BP1209は、免疫チェックポイント抗体にネオアンチゲン*1・ペプチドを結合させ、樹状細胞への送達を通
してがん免疫を活性化させる完全個別化がんワクチン*2です。完全個別化ネオアンチゲン・ワクチンは、これ
まで新型コロナウイルス(COVID-19)ワクチン開発に成功したmRNA*3ワクチン開発企業とグローバル大手製薬
の連携を中心に、mRNAに加え、ペプチドやDNAといった複数のモダリティで臨床開発が進められてきまし
た。しかし、これら先行開発品は当初期待された臨床的有効性を十分に示すには至らず、これまで開発中止
に至る事例が相次いでいます。特にペプチド・ワクチンの形態は早期に開発上の限界が顕在化しており、現
時点ではmRNAワクチン形態が相対的に良好な臨床成績を示すにとどまっています。 

BP1209は、抗体を用いた標的細胞到達という点で従来のペプチド・ワクチンとは一線を画する設計がなさ
れていますが、腫瘍の不均一性に対応するためには多種のネオアンチゲンの搭載が望まれる中で、搭載ペプ
チド数の増加は製造コストの急激な上昇を招き、製造の経験が蓄積されコスト構造が最適化されたmRNAワ
クチンとの競争が困難になることが判明しました。 

以上を総合的に勘案し、BP1209が当該領域においてこれらの結果を覆し得る明確な競争優位性を有する可
能性は限定的であると判断し、このため、経営資源の最適配分の観点から、BP1209を開発パイプラインから
除外することと致しました。 
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 また、今回のパイプラインの見直しにつきましては、2027年３月期業績予想に織り込み済です。 

 

 

（見直し後のパイプライン） 

 

*1. ネオアンチゲン: がん細胞特有の、がん細胞内で起こり蓄積されている遺伝子変異。がん細胞と正常
細胞を明確に区別する「がんの目印」となり、免疫システムが排除の対象として認識する。 

*2.  完全個別化がんワクチン:  患者一人ひとりの腫瘍から取得した遺伝子変異情報をもとに、これを「が
んの目印」として、その患者のみのために個別に用意するがんワクチン 

*3. mRNA: 細胞内でDNA(遺伝子)の情報を元にタンパク質を合成する過程で、細胞の核内でDNA配列を
mRNAへ写し取る(転写)工程を経て生成されるもの。この後、mRNAの塩基配列をアミノ酸配列に変換
し(翻訳)、タンパク質が合成される。ペプチドは、タンパク質の断片。  

 

                                             以上 

 

 

 

BP2201   iPS細胞由来再生NKT細胞 

BP2202             iPS細胞由来BCMA CAR-NKT  

BP2301   HER2 CAR-T   

BP1212   CD39×TIM-3 

BP1223   CD39×CD3 

細胞医薬 

抗体医薬 

頭頸部がん 

多発性骨髄腫 

骨軟部肉腫   
婦人科がん 

開発品      作用機序/標的             がん種                  探索   非臨床    PI     PII 

固形がん 

急性骨髄性白血病 


